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われわれの行 って きた食道機能検査法か ら

日本大学医学部第3外 科1元 教授,2消 化器外科

田 中 隆1・ 田 中 和 彦2・ 宋 圭 男2・ 山 形 基 夫2

5o年 の歴史について,私 は教室で行 った食道

機能検査法の研究を通して振返ってみることに

しました.

私共の日本大学第3外 科には,1958年(昭 和

33年)に 千葉大学第2外 科より佐藤博先生(図

1)が助教授 として来 られ,食 道外科の研究が始

まり,私 の人生が変わることになります.数 年

後,先 生 は消化器病学会からの推薦で食道アカ

ラシアの宿題報告 を担当することになり,私 が

その研究 スタッフに任命 されました.実 際 に

行った研究 は,イ ヌ ・ネコを用いたアカラシア

様動物の作成実験でしたが,実 験動物 と臨床例

の食道運動機能についての研究 を始めました.

表1は その研究の移 り変わりをまとめたもので

す.主 に食道内圧測定についてですが,1964年

には胃集検で用いたオデルカカメラによる間接
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連続撮影による嚥下運動 を,1970年 には8mm

シネカメラを用 いた食道内視鏡などいろい ろ

行ってきました.後 から考えると試行錯誤では

ありましたが,一 歩一歩進んできた ことが伺 え

ます.

平滑筋学会 との関わりは,田 北周平教授が徳

島で開催 された研究会からであ り,「食道及び噴

門の電気生理学的研究」 を私が発表しておりま

す.そ の内容についてはすっか り忘れておりま

すが,懇 親会で招待された阿波踊の桟敷見学は

忘れ得ぬ記憶 として今でも鮮明に覚えておりま

す.こ の研究会以降,め ずらしい開催地につい

釣 られて毎年のように発表 してお りますが,強

烈な印象 として残っているのは,第7回,高 野

山のお寺の本堂で発表 し,宿坊に泊 まったこと,

第18回 の山中湖での学会 と第21回,千 葉での

学会です(表2).山 中湖では,「下部食道噴門部

の運動機能 とその異常」というシンポジウムで,

私 と千葉大の平嶋君,亡 くなられた岩手医大の

籏福君など,ア カラシアの食道内圧 について活

発に討論 したこと,良 き想い出として残 ってお

ります.こ のことがきっかけでもあ り,1971年

には食道疾患研究会でアカラシア委員会が発

足,食 道X線 像の拡張型,拡 張度が取 り決めら

れ,次 いで1973年 には食道内圧分類 まで決めら

れてお ります.委 員の中には今回発表 された岡

本英三先生のほか,慶 応の有森,鹿 児島の加治
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佐,福 島医大の千葉君などの名前がのっており,

すべてこの学会 を通 じての友達仲間です.図2

はこの委員会及びその後の学会で何回も使用 し

た私のスライ ドですが,内 圧分類のA型,所 謂

緊張型 とB型,ア トニー型の嚥下曲線 と静止圧

曲線を説明 したものです.次 の図3は 取 り扱い

規約 に掲載 されたX線 分類 と内圧波型分類 の

説明文をまとめたもので,こ の規約は国際的に

も広 く使われております.

恩師,佐 藤博教授が千葉大学に移 られてから

の1979年(昭 和54年)に 第21回 総会を千葉市

で開催 してお ります(図4).こ の時 「食道内圧

に関する諸問題」なるシンポジウムを私 と信州

大学生理の宮川清教授 とで司会するようにとの

御下命があり,私 たち二人の考えで,食 道内圧

の研究施設に対 してアンケー ト調査 を行 い,シ

ンポジウムでは測定器具,測 定方法とその評価

などについて討議しました.当 時の測定器具に

ついてはまだ開発途上ではありましたが,こ の
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シ ンポ ジウムに よ り,そ の時点 での統 一見解が

出来た と思 ってお ります.図5は この シンポジ

ウムの まとめの ところで,教 室 の安 広君が発表

した正常 曲線 のス ライ ドを使 って私が発言 した

時の ものです.図6は 測定 中の写 真です.被 験

者 は実 は私 です.キ シ ロカイ ンを飲み込 んで し

ま うと正常 で はない とい うことで,口 の中だ け

塗布 して挿 入,涙 の 出るほ ど苦 しい検査 であ る

と実感,「 こん な状態 の曲線 が何で正常 曲線 なん

だろ う」 と思 った ことを話 し,シ ンポ ジス ト各

図4

図5

図6



われわれの行ってきた食道機能検査法から 」―85

位に 「被験者になったことがあるか」 と質問 し

ましたが,誰 もいませんでした.体 験者は何 と,

私達司会者だけでした.も っと楽な検査法の開

発を期待す るということを纏めの一つにしたこ

とを覚えております.

私の古いアルバムから,懇 親会の写真を紹介

します.秋 田での竿燈 も忘れ得ぬ想い出です(図

7,8).学 会創設者の槙先生,第27回 会長の弘前

大学外科の小野慶一先生,後 方にまだ若い私が
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写ってお ります.図8は 日付から秋田での写真

と思われます.槙 先生 と慈恵医大外科の長尾先

生,中 央に白鳥先生のお元気な姿です.

多 くの先輩の方々,と くに白鳥先生の御推薦

もあって私 は第35回 総会 を浦安 にあるディズ

ニーリゾー トで開催いたしました(図9) .こ の

ときの理事会,評 議員会で理事長制が合議され

たこと,こ れはこの学会の改革の第1歩 であっ

たと自負 してお ります.演 題の方では消化管の

運動異常をとりあげ,ま た特別講演として私の

親友である千葉大学の平嶋毅君に 「食道運動 と

その異常」をお願い し,自 分なりに実 りの多い

学会であったと思ってお ります.図10は この学

会で発表 したアカラシアの臨床研究ですが,演

者の田中は,実 は私の息子ですが,ア カラシア

の術後食道X線 像 と内圧所見をまとめ,平 滑筋

学会誌第30巻 に掲載 し,学 位論文 とな りまし

た.

図11は 第33回,第34回 総会に発表 した内容

を平滑筋学会雑誌第31巻 に掲載 した教室の大

槻穣治君の学位論文です.内 容は,ア カラシア

の症例に超音波内視鏡を行い,食 道筋層の肥厚
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図12

程度 と臨床所 見,病 理所見 を比較検 討 した論文

です.

最 後 に私 が開催 した総会 の懇親 会 についてで

すが,歴 代 の会長の よ うに思い出 に残 るよ うな

学会 に したい という ことで,デ ィズニ ー リゾー

トを会場 とし,懇 親会 をデ ィズニ ーラ ン ドで唯

一つ宴会 ので きる
,お 酒 が飲 める会員制 の クラ

ブ33を 借 り切 って行 った ことであ ります(図

12).先 日,久 しぶ りに孫 をつれ て行 って きまし

た.1歳 の孫 とはデ ィズニー ラン ド,1〔[歳 の孫

とは新 し く出来 たデ ィズニー シーで一緒 に遊 ん

で きました.最 近,い くつか の学会 が この地で

開催 されて いる ようで,私 が その先鞭 をつ けた

のではな いか と思 ってお ります.私 共 の教室,食

道外 科 につ いての基 礎研 究 は この平 滑筋学会で

の発 表で養わ れ,そ れ に加 え会友 の皆 さん との

交 流が あっては じめて世間 に認 め られた こ とと

表3

思っており,改 めて感謝の意を称 したいと思っ

てお ります.

今回の講演 にあたって,教 室の業績集を調べ

てみますと,平 滑筋学会には食道運動機能 とし

ての測定法,測 定器具については14報 まで,ま

た臨床例の嚥下機能 などについて計12回 発表

してお ります.

表3は 恩師,指 導者,演 者の名前を掲載 させ

ていただきました.す でに亡 くなられた方は8

名居 りますが,恩 師石山俊次先生,佐 藤博先生

以外はすべて私の後輩です.尚,本 日午後のシ

ンポジウム(1)「13C化 合物 を用いた消化器機能

評価法」では教室の石井敬基君が発表します.引

き続 き御指導の程,お 願い中 しLげ ます.

御清聴,有 難 うございます.


